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１．研究目的 

	 HA-PACSや COMAのような大規模アクセラレータクラスタにおける並列アプリケ
ーション作成に対する生産性を高めるため，我々は高生産プログラミング言語

XcalableACCを開発している．XcalableACCは，統一された記法でアクセラレータ
を用いた並列アプリケーションを作成できるため，並列プログラミングの初心者であ

っても，並列アプリケーションを簡易に開発することが可能になる． 
	 本課題の目的は，XcalableACCコンパイラの開発および大規模環境における
XcalableACCの生産性と性能を評価することである． 
 

２．研究成果の内容 
	 XcalableACCコンパイラの開発を行い、オープンソースソフトウェアとして公開し
た（http://omni-compiler.org）．XcalableACCコンパイラは、HA-PACSの一部に搭
載されている GPU間の直接通信を実現する TCA（Tightly Coupled Accelerator）に
も対応しており、TCAを利用した高速通信を XcalableACC上から簡易に利用でき
る．また、MPI version 3の片側通信を利用したアクセラレータ上のメモリに対する
put/get操作も可能になった． 
	 XcalableACCの記述性と性能を評価するため、広く利用されている並列ベンチマー
クセットである HPC Challenge Benchmarkの中の STREAMと HPLを、
XcalableACCを用いて実装した．その結果，両方のベンチマークを少ない行数で実装
でき、十分な性能も引き出すことができた． 
 

３．学際共同利用として実施した意義 
	 我々の研究はアクセラレータクラスタに対するプログラミング環境の向上を目的と

している．アクセラレータクラスタを構成するノード数およびアクセラレータの数は

増加傾向にあるため，XcalableACCの開発と性能評価のためには，HA-PACSや
COMAのような世界トップレベルの大規模アクセラレータクラスタを用いる必要があ
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る．さらに，TCAを搭載した大規模環境は HA-PACSしか存在しないため，
XcalableACCの TCAに対応した機能の開発とその性能評価のためには HA-PACSが
必要不可欠であった． 
 

４．今後の展望 
	 XcalableACCの実用性をさらに評価するため、XcalableACCを用いて実アプリケー
ションの実装を行い、その性能評価を行う予定である．特に，TCAと InfiniBandなど
の通常のネットワークの両方を利用したハイブリッド通信機構を用いて、実アプリケ

ーションに対するハイブリッド通信の有効性も検討する予定である． 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS ○ 320h 
HA-PACS/TCA ○ 96h 
COMA ○ 194h 
※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 


